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今月の主な内容
●中川村この１年　Ｐ２・３
●功労者表彰　Ｐ４・５
●新型コロナウイルスワクチン追加接種について　Ｐ６
●駆けつける消防団員　Ｐ７



令
和
３
年  

中
川
村
こ
の
１
年

　

２
０
２
１
年
も
あ
と
少
し
で
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
生
活
様
式
が
大
き
く
変
わ
る
な
か
、み
な
さ
ん
に
と
っ

て
今
年
は
ど
ん
な
１
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。１
年
間
の
で
き
ご
と
を
写
真
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

3
日　

中
川
村
成
人
式《
延
期
》

9
日　

新
年
総
代
会

10
日　

消
防
団
出
初
式《
中
止
》

28
日　

第
１
回
中
川
村
議
会
臨
時
会

5
日　

中
川
東
小
学
校
新
入
学
児
童
か
ば
ん
贈
呈
式（
来
入
児
11
人
）

　
　
　

中
川
西
小
学
校
新
入
学
児
童
か
ば
ん
贈
呈
式（
来
入
児
20
人
）

11
日　

望
岳
荘
薪
ボ
イ
ラ
ー
愛
称
発
表
式（
愛
称
：
マ
キ
望
）

1
日
～
19
日　

3
月
中
川
村
議
会
定
例
会

3
日　

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業「
た
ぬ
き
と
狸
と
タ
ヌ
キ
」

17
日　

坂
戸
橋
重
要
文
化
財
指
定
報
告
会

　
　
　

中
川
東
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
卒
業
生
21
人
）

　
　
　

中
川
西
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
卒
業
生
23
人
）

18
日　

中
川
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式（
卒
業
生
52
人
）

27
日
～
4
月
3
日　

大
草
城
址
公
園「
咲
く
楽
市
」

28
日　

消
防
団
新
幹
部
・
新
入
団
員
任
命
式

1
日　

中
川
村
農
業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
開
所
式　

写
真
①

2
日　

中
川
東
小
学
校
入
学
式（
新
入
生
11
人
）

　
　
　

中
川
西
小
学
校
入
学
式（
新
入
生
20
人
）

　
　
　

中
川
中
学
校
入
学
式（
新
入
生
46
人
）

11
日　

消
防
団
春
季
規
律
訓
練
お
よ
び
観
閲
式《
中
止
》

20
日　

中
川
村
長
選
挙
告
示
・
無
投
票
で
宮
下
健
彦
氏
再
選

20
日　
陣
馬
形
山
キ
ャ
ン
プ
場　

有
料
化
・
予
約
制
と
し
て
オ
ー
プ
ン 

写
真
②

2
日
～
4
日　
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト「
み
あ
う
ー
ち
ゃ
ん
か
ら
の
挑
戦
状
」

4
日　

中
川
村
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
く
ら
し
ご
と
」開
所
式 

写
真
③

6
日　

児
童
生
徒
に
１
人
１
台
の
情
報
端
末（Chrom

ebook

）を
整
備

7
日　
高
齢
者
を
対
象
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始 

写
真
④

8
日　

飯
沼
棚
田
で
田
植
え

13
日　

宮
下
村
長
就
任
式　

写
真
⑤

19
日　

第
49
回
上
伊
那
郡
市
植
樹
祭

7
日
～
11
日　

６
月
中
川
村
議
会
定
例
会

18
日　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
を
望
岳
荘
大
ホ
ー

　
　
　

ル
に
変
更

18
日　

中
川
西
小
学
校
音
楽
会

22
日　

副
村
長
に
富
永
和
夫
氏
再
任

23
日　

石
神
の
松
伐
採
清
祓は
ら

い

25
日
～
7
月
4
日　

図
書
館
平
和
企
画「
原
爆
の
絵
」展

26
日　

図
書
館
祭
り　

風
船
遊
劇
団「
ゴ
ン
ベ
エ
ワ
ー
ル
ド
」公
演

26
日
～
7
月
11
日　

中
川
村
農
業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー「
美
し
い
村　
　

　
　
　

の
マ
ル
シ
ェ
＠
な
か
が
わ
」

16
日　

み
な
か
た
保
育
園
夏
祭
り

　
　
　

片
桐
保
育
園
夏
祭
り

21
日　

水
神
祭

27
日　

第
１
回
保
育
園
・
小
中
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
開
催

地域活動支援センター開所式

宮下村政２期目スタート

③

⑤

１月２月３月４月５月６月　 　 　７月

中川村農業観光交流センター開所式 ①

新型コロナウイルスワクチン接種 ④

陣馬形山キャンプ場有料化・予約制
としてオープン

②



27
日
、28
日　

石
神
の
松
伐
採　

写
真
⑥

31
日　

中
川
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り
代
替
企
画「
中
川
お
う
ち
で
ど
ん

　
　
　

ち
ゃ
ん
」　

写
真
⑦

3
日　

65
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
　
　

接
種
を
開
始

22
日　

第
30
回
バ
レ
ー
祭《
延
期
》

5
日　

中
川
村
防
災
訓
練（
重
点
地
区 

北
組
・
下
平
）《
延
期
》

7
日　

60
歳
未
満
の
方
を
対
象
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
　
　

接
種
を
開
始

7
日
～
24
日　

9
月
中
川
村
議
会
定
例
会

10
日　

飯
沼
の
棚
田
で
稲
刈
り　

写
真
⑧

16
日　

長
寿
祝
賀
訪
問

22
日　

第
22
期
中
川
村
農
業
委
員
会
初
総
会

25
日　

み
な
か
た
保
育
園
運
動
会

　
　
　

片
桐
保
育
園
運
動
会

1
日　

第
３
弾　

な
か
が
わ
生
活
応
援
商
品
券
販
売

1
日
、2
日　

中
川
中
学
校
第
46
回
牧
ヶ
原
祭

3
日　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」の
日

　
　
　
“
な
か
が
わ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
ー
”

　
　
　

美
し
い
村
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

9
日　

中
川
東
小
学
校
運
動
会

　
　
　

中
川
西
小
学
校
運
動
会

19
日
～
11
月
12
日　

テ
ー
マ
別
住
民
懇
談
会　

写
真
⑨

23
日　

な
か
が
わ
産
業
祭　

写
真
⑩

29
日
～
31
日　

第
46
回
村
の
文
化
祭

30
日　

第
14
回
武
田
信
玄
の
ろ
し
リ
レ
ー

31
日　

第
49
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
開
票

　
　
　

第
25
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
投
開
票

3
日　

県
内
経
済
復
興
祈
念
花
火

9
日　

中
川
村
功
労
者
表
彰
式

11
日
、12
日　

中
川
東
小
学
校
音
楽
会

19
日　

中
川
村
教
育
委
員
会
功
労
者
表
彰
式

27
日　

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業「
サ
ン
ド
ア
ー
ト
・
ラ
イ
ブ
」

28
日　

第
22
回
中
川
ア
ル
プ
ス
展
望
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
ク《
中
止
》

28
日　

文
化
財
め
ぐ
り
ウ
オ
ー
ク
２
０
２
１ 

in 

中
川

2
日　

キ
ャ
リ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

4
日　

ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
中
川
村
美
術
館
・
ハ
チ
博
物
館
・
旧
と
う
げ
い
館

　
　
　
「
人
工
知
能
美
学
芸
術
展
～
美
意
識
の
ハ
ー
ド
プ
ロ
ブ
レ
ム
～
」

4
日　

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業「
岸
辺
の
ヤ
ー
ビ
」

5
日　

第
46
回
三
者
共
催
講
演
会「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
子
育
て
幸
せ

　
　
　
（w

ell-being

）論
」青
木
一
さ
ん

7
日
～
13
日　

12
月
中
川
村
議
会
定
例
会

9
日　

年
末
総
代
会

25
日
～
30
日　

消
防
団
年
末
特
別
警
戒

　 　 　７月８月９月10月11月12月

おうちでどんちゃん（夜の部） ⑦ 飯沼棚田の稲刈り ⑧

石神の松伐採 ⑥

なかがわ産業祭 ⑩

テーマ別住民懇談会 ⑨



2021（R3）. 12. 15 4

中川村功労者表彰

感
　
謝
　
状

表
　
彰
　
状

 

産
業
功
労

　
　

桃
沢　

傳 

さ
ん

　

平
成
23
年
12
月
22
日
か
ら
令
和
３

年
５
月
16
日
ま
で
の
３
期
９
年
５
か

月
、
中
川
村
商
工
会
長
の
重
責
を
担

わ
れ
ま
し
た
。

 

自
治
功
労

　
　

安
富　

久
和 

さ
ん

　

平
成
24
年
５
月
26
日
か
ら
令
和
３

年
９
月
９
日
ま
で
の
３
期
９
年
３
か

月
、
農
業
委
員
を
務
め
ら
れ
、
そ
の

間
の
９
年
間
は
職
務
代
理
の
重
責
を

担
わ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
農
業
振

興
審
議
会
の
委
員
を
４
期
８
年
務
め

ら
れ
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

策
定
や
農
業
施
策
の
審
議
を
通
し

て
、
村
の
農
業
振
興
に
貢
献
い
た
だ

き
ま
し
た
。
農
地
法
に
関
す
る
審
議

を
始
め
、
農
業
に
関
す
る
諸
問
題
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
村
農

業
振
興
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

令和３年度

【
表
彰
状
】

　

産
業
功
労

　
　
　
　
　

桃
沢　

傳
さ
ん

　

自
治
功
労

　
　
　
　
　

安
富　

久
和
さ
ん

　

自
治
功
労

　
　
　
　
　

近
江
澤　

淳
さ
ん

【
感
謝
状
】

　
　

石
川　

洋
子
さ
ん

　
　

石
川　

保
子
さ
ん

　
　

加
藤　

尚
之
さ
ん

　

在
任
中
は
組
織
改
革
を
行
う
な
ど

会
員
が
自
ら
企
画
運
営
に
携
わ
る

「
会
員
参
加
型
」
の
事
業
へ
シ
フ
ト

し
、
そ
の
中
で
も
「
商
工
祭
」
の
復

活
、
各
種
商
品
券
事
業
の
推
進
を
行

う
な
ど
地
域
経
済
の
活
性
化
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
村
内
の
み
な
ら
ず
商

工
会
上
伊
那
支
部
の
副
支
部
長
を
平

成
30
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
の
３
年

間
担
わ
れ
、
上
伊
那
地
域
の
産
業
振

興
に
も
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

自
治
功
労

　
　

近
江
澤　

淳 

さ
ん

　

平
成
19
年
11
月
１
日
か
ら
令
和
３

年
５
月
14
日
ま
で
の
５
期
12
年
４

か
月
知
識
経
験
を
有
す
る
者
と
し

て
、林
業
振
興
審
議
会
委
員
を
務
め

ら
れ
、こ
の
間
会
長
を
１
期
３
年
２
か

月
、
職
務
代
理
を
２
期
６
年
２
か
月

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
村
の
総
合
的
な

林
業
振
興
を
推
進
す
る
う
え
で
必
要

な
森
林
整
備
計
画
な
ど
の
重
要
事
項

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、森
林
、林
業
の

抱
え
る
諸
問
題
、そ
の
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
、村
の
林
業
振
興
の

円
滑
な
運
営
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
川　

洋
子 

さ
ん

　

石
川　

保
子 

さ
ん

　

姉
妹
の
母
親
が
中
川
村
四
徳
地
区

の
ご
出
身
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
か

ら
こ
れ
ま
で
に
わ
た
り
計
５
回
多
額

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
美
し
い
村
づ

く
り
、
教
育
振
興
に
多
大
な
貢
献
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
川
村
表
彰
規
則
に

基
づ
く
、
令
和
３
年
度

中
川
村
功
労
者
表
彰

式
が
11
月
９
日（
火
）、

中
川
村
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
受
賞
者
は

次
の
方
々
で
す
。

　

加
藤　

尚
之 

さ
ん

　

高
齢
者
が
自
ら
車
を
運
転
し
な
く

て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

巡
回
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
利
用
の
充
実

を
図
る
た
め
に
と
平
成
29
年
度
か
ら

こ
れ
ま
で
に
わ
た
り
計
４
回
多
額
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
村
の
地
域
振

興
、
地
域
公
共
交
通
に
多
大
な
貢
献

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

左から、桃沢傅さん、安富久和さん
近江澤淳さんは当日ご欠席
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表
　
彰
　
状

　
　

下
平　

千
津
子 

さ
ん

　

平
成
22
年
９
月
か
ら
令
和
３
年
９

月
ま
で
の
３
期
11
年
間
、
教
育
委
員

と
し
て
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
保
育
士

と
し
て
の
豊
か
な
経
験
か
ら
、
特
に

保
育
指
導
、
幼
児
教
育
に
つ
い
て
造

詣
が
深
く
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
一
貫

し
た
子
育
て
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
に
貴
重
な
ご
意
見
、
ご

示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も

へ
の
愛
情
を
基
に
取
り
組
ま
れ
、
教

育
行
政
の
推
進
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
３
年
度
中
川
村

教
育
委
員
会
功
労
者
表

彰
式
が
11
月
19
日（
金
）

に
中
川
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
受
賞
者
は

次
の
方
々
で
す
。

【
表
彰
状
】

　

下
平　

千
津
子
さ
ん

　

氣
賀
澤　

厚
典
さ
ん

　

米
山　

節
子
さ
ん

　
　

氣
賀
澤　

厚
典 

さ
ん

　

平
成
23
年
４
月
に
中
間
教
室
指
導

員
に
着
任
し
、
学
校
へ
行
け
な
い
児

童
生
徒
の
指
導
と
相
談
を
進
め
、
平

成
25
年
10
月
か
ら
は
教
育
相
談
員
と

し
て
、
児
童
生
徒
と
保
護
者
や
学
校

の
先
生
と
の
相
談
を
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
温
厚
で
誠
実
な
お
人
柄
と
、
中

川
西
小
学
校
で
教
諭
・
校
長
と
し
て

10
年
間
に
わ
た
っ
て
指
導
さ
れ
た
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
絶
大
な
信
頼
を

も
と
に
教
育
環
境
を
整
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
幼
児
す
こ
や
か
学
級
で

は
新
し
い
企
画
を
進
め
、
焼
き
芋
で

は
ご
自
身
で
育
て
ら
れ
た
芋
を
焼
い

て
く
だ
さ
る
な
ど
、
温
か
な
教
育
が

地
域
に
浸
透
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。

郷
土
学
習
資
料
集
「
ふ
る
さ
と
中
川

村
」
の
編
集
で
は
専
門
を
生
か
し
、

村
の
自
然
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
に

わ
か
り
や
す
く
執
筆
を
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
10
年
６
か
月
間
に
わ
た
り
村

の
教
育
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

米
山　

節
子 

さ
ん

　

平
成
15
年
４
月
か
ら
令
和
３
年
３

月
ま
で
、
そ
の
豊
か
な
経
験
と
見
識

が
買
わ
れ
、
文
化
財
調
査
委
員
と
し

て
９
期
18
年
の
長
き
に
わ
た
り
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
平
成
23

年
度
に
は
文
化
財
調
査
委
員
が
中
心

と
な
り
、「
中
川
村
の
文
化
財
五
十

選
」
の
編
集
に
携
わ
り
、
現
地
調
査

を
続
け
る
な
ど
、
そ
の
中
心
的
な
役

割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
財
の

保
護
・
保
存
、
活
用
の
取
り
組
み
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
事
務
局

TEL 

88
―
１
０
０
５

　

中
川
村
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

大
草
の
共
有
林
管
理
組
合
に
関
す

る
、
江
戸
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま

で
の
資
料
整
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

　

今
回
の
資
料
は
、
公
的
資
料
で
あ

る
こ
と
か
ら
個
人
情
報
な
ど
で
は
な

く
、
古
文
書
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
中
川
村
教
育
委
員
会

ま
た
は
歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は

随
時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募
集
人
数
：
概
ね
５
人
程
度

作
業
期
間
：
令
和
４
年
１
月
～
３
月

　

毎
週
水
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

場
所
：
青
年
婦
人
会
館

作
業
内
容
：
目
録
情
報
の
書
出
し　

　
　
　
　
　

資
料
の
写
真
撮
影

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

古
文
書
整
理

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

下平千津子さん
氣賀澤厚典さん、米山節子さんは当日ご欠席
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新型コロナウイルスワクチン
追加接種（３回目）が始まります

　
村
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
11
月
末
を
も
っ
て
希
望
す
る
方
の
ほ
ぼ
全
員
の
接
種
が
完

了
し
、
２
回
目
ま
で
の
接
種
率
は
90・２
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
は
、
第
５
波
の
収
束
後
は
落
ち
着
い
た
状
況
が
続
い
て
お
り
、

全
国
的
に
社
会
経
済
活
動
を
再
開
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
感
染
力
の
高
い
新
た
な
変
異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
が
発
見
さ
れ
、
国
内
で
も
感
染
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
感
染
予
防
効
果
が
経
時
的
に
低
下
す
る
こ
と
や
、
高
齢
者
に
お
い
て
は

重
症
化
予
防
効
果
も
経
時
的
に
低
下
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
で
は
感
染
拡
大
防
止
及
び
重
症
化
予
防
の
観
点
か
ら
、
２
回
の
接
種
が
完
了
し
て
い
る

す
べ
て
の
方
に
対
し
て
、
追
加
接
種
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
村
の
追
加
接
種
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
追
加
接
種
対
象
者

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
２
回
完
了
し
て

い
る
す
べ
て
の
方

●
２
回
目
接
種
か
ら
の
間
隔

　

原
則
は
、
２
回
目
接
種
を
行
っ
た

日
か
ら
８
か
月
後
の
同
日
か
ら
接
種

可
能

※
今
後
、
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

●
追
加
接
種
用
ワ
ク
チ
ン

・
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
製

・
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製

●
村
の
接
種
体
制

・
集
団
接
種

・
高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
接
種

�

（
村
内
５
施
設
）　

・
個
別
接
種�

（
村
内
２
診
療
所
）

●
接
種
時
期
（
予
定
）

　

令
和
４
年
２
月
～
４
月
末

●
接
種
体
制

・
集
団
接
種

・
高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
接
種

※
施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が
該

当
に
な
り
ま
す
。

●
接
種
日
時
に
つ
い
て

　

あ
ら
か
じ
め
、
村
で
接
種
日
時
を

指
定
し
ご
連
絡
し
ま
す
。
接
種
日
時

の
変
更
や
、
接
種
を
希
望
し
な
い
場

合
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
接
種
時
期
（
予
定
）

　

令
和
４
年
５
月
～

●
接
種
体
制

・
集
団
接
種

・
個
別
接
種

●
接
種
日
時
に
つ
い
て

・
予
約
制

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
電
話
で

の
予
約
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
村
の
接
種
計
画
は
現
時
点

の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
ワ
ク
チ
ン

供
給
な
ど
の
状
況
に
よ
っ
て
は
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

��

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

�

内
線
27

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

の
方
の
追
加
接
種

65
歳
未
満
の
方
の
追
加
接
種

集団接種（望岳荘）の様子
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出初式のお知らせ
　令和４年１月９日（日）に令和
４年中川村消防団出初式（分列行
進・式典）を挙行させていただく
予定でしたが、新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止の観点から、
ご来賓の制限をさせていただい
たうえ、式典のみ開催させていた
だく運びとなりました。
　分列行進を楽しみにしていた
だいていたみなさんには申し訳
ありませんが、引き続き中川村消
防団へのご理解とご協力をお願
いします。

〔式典〕
　日時：令和４年１月９日（日）
　　　　午後２時00分～
　会場：中川文化センター
　　　　大ホール

駆
け
つ
け
る消

防
団
員

　

前
線
の
停
滞
に
よ
り
、
西
日
本
か

ら
東
日
本
に
か
け
て
記
録
的
な
大
雨

と
な
り
ま
し
た
。

　

村
で
は
14
日
、
天
竜
川
の
水
位
が

氾
濫
注
意
水
位
に
達
し
た
た
め
、
飯

沼
・
小
和
田
・
渡
場
地
区
の
天
竜
川

浸
水
想
定
区
域
の
居
住
者
に
対
し
警

戒
レ
ベ
ル
３
（
高
齢
者
等
避
難
）
を

発
令
し
、
翌
15
日
に
は
、
天
竜
川
の

水
位
が
氾
濫
危
険
水
位
に
達
し
た
た

め
、
同
地
区
・
区
域
の
居
住
者
に
対

し
警
戒
レ
ベ
ル
４
（
避
難
指
示
）
を

発
令
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
19
人
が
出
動
し
、
15
日

早
朝
か
ら
管
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
河
川
警
戒
や
被
害
状
況
の
確
認

な
ど
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
　
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　

消
防
団
が
避
難
誘
導
を
行
う
と
き

は
、
か
な
り
危
険
が
差
し
迫
っ
た
状

況
で
す
。
み
な
さ
ん
の
命
を
守
る
た

め
、早
急
の
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
曜
日
に
も
係
わ
ら
ず
、
78
人
の

団
員
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
速
や
か

に
水
利
を
確
保
し
、
消
防
署
員
と
協

力
し
て
消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。�

鎮
火
後
に
行
う
残
火
処
理
活
動
は
、

夜
遅
く
に
ま
で
お
よ
び
ま
し
た
。

　
　
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　

火
災
発
生
時
に
は
、
安
全
な
消
火

活
動
の
た
め
、
団
員
が
現
場
周
辺
の

交
通
規
制
や
誘
導
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
迂
回
な
ど
の
協
力
を

　

こ
の
ほ
か
に
も
・・・

　

コ
ロ
ナ
禍
で
思
っ
た
よ
う
な
訓
練

や
活
動
が
で
き
な
い
中
、
火
災
予
防

広
報
の
た
め
村
内
を
積
載
車
で
巡
回

し
た
り
、
各
地
区
防
災
訓
練
や
煙
火

警
戒
、
地
区
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
に

参
加
し
た
り
、
保
育
園
の
防
災
訓
練

に
出
向
く
な
ど
、
防
火
・
防
災
の
啓

発
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
は
、
村
内
で
２
件
の
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
年
末
に

は
、
団
員
が
警
戒
を
実
施
し
て
火
災

予
防
の
啓
発
に
務
め
ま
す
。
大
切
な

も
の
を
失
っ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
、
み

な
さ
ん
の
小
さ
な
心
が
け
で
、
火
災

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

消
防
団
員
募
集

消
防
団
に
入
り
、共
に

村
を
守
り
ま
し
ょ
う

訓練の様子（令和３年度村団機関講習会）

　

現
在
、
中
川
村
消
防
団
は
１
８
０

人
（
う
ち
、
Ｏ
Ｂ
団
員
で
構
成
さ
れ

る
特
別
消
防
団
員
が
49
人
、
女
性
団

員
８
人
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

団
員
数
は
条
例
定
数
の
２
０
０
人
を

下
回
っ
て
お
り
、
団
員
１
人
や
団
員

家
族
に
か
か
る
負
担
は
年
々
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
団
で
は
団
員
負
担

の
軽
減
お
よ
び
大
会
の
た
め
の
訓
練

か
ら
の
脱
却
を
図
る
と
い
う
目
的

で
、村
操
法
大
会
を
中
止
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
年
度
末
に
か
け
、
団
員

が
新
入
団
員
の
勧
誘
活
動
を
行
い
ま

す
。
仕
事
や
家
庭
を
持
ち
な
が
ら
、

非
常
勤
の
特
別
地
方
公
務
員
と
し
て

地
域
の
た
め
に
活
動
す
る
消
防
団
に

は
、
多
く
の
団
員
の
存
在
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

入
団
対
象
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、

団
員
が
個
別
に
お
誘
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
団
員
の
話
に
最

後
ま
で
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、
入

団
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

総
務
課
危
機
管
理
係

内
線
21

消火活動の様子

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、
村
の
災

厄
に
立
ち
向
か
う
団
員
の
活
動
か
ら
、
火
災
予
防
や
防
災
を
考
え
ま
す
。

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
鎮
火
の
放
送
が
流
れ
て
も

団
員
の
活
動
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。
絶

対
に
再
燃
し
な
い
こ
と
を
確
認
（
残

火
処
理
活
動
）
し
て
解
散
し
ま
す
。

８
月
13
日
〜
８
月
21
日

�

令
和
３
年
８
月
の
大
雨

６
月
13
日（
日
）午
後
２
時
頃

三
共
地
区　

建
物
火
災
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生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
シ
ニ
ア
の
方
々
を
中
心
に
、
人

と
人
・
人
と
活
動
・
人
と
サ
ー
ビ
ス

を
つ
な
げ
る
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
）
役
職
で
す
。
別
名
を
「
地
域
支

え
合
い
推
進
員
」
と
い
い
ま
す
。
そ

の
名
前
の
と
お
り
、
地
域
の
支
え
合

い
の
輪
を
広
げ
て
い
く
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

中
川
村
の
み
な
さ
ん
が
、
で
き
る

だ
け
長
く
自
分
の
足
で
歩
き
、
自
分

の
手
で
食
べ
、
自
分
の
好
き
な
人
た

ち
と
好
き
な
こ
と
を
し
て
笑
っ
て
い

ら
れ
る
―
―
そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ

て
も
、
生
き
る
楽
し
み
を
最
期
ま
で

持
ち
続
け
ら
れ
る
―
―
。

　
「
中
川
村
で
暮
ら
せ
て
し
あ
わ

せ
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
地
域
づ

く
り
を
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
っ
て
？
　

地
域
の
み
な
さ
ん
の
素
敵
な
支
え

合
い
を
シ
ェ
ア
し
た
り
、「
こ
ん
な

こ
と
を
し
た
い
」
を
応
援
し
た
り
す

る
の
が
私
た
ち
の
役
割
で
す
。
型
に

は
め
ず
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
、
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
素
敵
な
活
動

を
ご
存
知
の
方
・
何
か
始
め
て
み
た

い
方
は
、
ぜ
ひ
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

現
在
は
、
地
域
の
シ
ニ
ア
の
み
な

さ
ん
が
活
動
し
て
い
る
場
に
お
邪
魔

し
て
、
中
川
村
の
す
て
き
な
活
動
・

す
て
き
な
人
・
す
て
き
な
場
所
＝「
お

宝
」
探
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、活
動
の
中
で
見
つ
け
た
「
お
宝
」

を
、
広
報
な
か
が
わ
で
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
の
中
で
の
ち
ょ
っ
と

し
た
相
談
ご
と
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。「
誰
に
相
談
し
た
ら
良
い
か
分

か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
困
り
ご
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。

具
体
的
に
何
を
す
る
人
？

こ
ん
に
ち
は
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す

中
川
村
の

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

の
ご
紹
介

　

小
島　

遥
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

米
山　

喜
明（

社
会
福
祉
協
議
会
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
６
１
７
７

社
会
福
祉
協
議
会　
　
　

TEL 

88
―
３
５
５
２

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
引
く
中
、
子
育
て
世
帯
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
臨
時
特
別
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
児
童
等
】

①
令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当
の

　

対
象
と
な
っ
て
い
る
児
童

②
高
校
生
等
支
給
対
象
者

　

平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者
で
、
主

た
る
生
計
維
持
者
の
所
得
が
児
童
手

当
支
給
対
象
と
な
る
金
額
と
同
等
未

満
と
な
っ
て
い
る
者

③
新
生
児

　

令
和
３
年
９
月
30
日
以
降
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

で
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
所
得
が

児
童
手
当
支
給
対
象
と
な
る
金
額
と

同
等
未
満
と
な
っ
て
い
る
子

【
支
給
額
】

　

対
象
児
童
1
人
当
た
り

５
０
，０
０
０
円

【
申
請
と
支
給
に
つ
い
て
】

①
令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当
の

　

対
象
と
な
っ
て
い
る
児
童

　

申
請
が
不
要
な
「
プ
ッ
シ
ュ
型
」

で
の
支
給
を
行
い
ま
す
。
支
給
に
つ

い
て
は
、
児
童
手
当
で
指
定
し
て
い

る
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
対
象
の

方
に
は
通
知
を
発
送
し
ま
し
た
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
支
給
対
象
と
な
る
方
へ

は
申
請
書
を
送
付
し
ま
し
た
の
で

ご
確
認
い
た
だ
き
早
期
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

②
高
校
生
等
支
給
対
象
者

　

支
給
申
請
が
必
要
で
す
。
支
給
対

象
と
な
る
方
へ
は
申
請
書
を
送
付
し

ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
早

期
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
新
生
児

　

支
給
申
請
が
必
要
で
す
。
出
生
届

や
児
童
手
当
認
定
請
求
時
に
併
せ
て

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
支
給
日
】

　
「
プ
ッ
シ
ュ
型
」
で
支
給
す
る
方

に
は
、
12
月
中
に
支
給
し
ま
す
。
申

請
が
必
要
な
方
は
、
申
請
後
の
支
給

と
な
り
ま
す
。
１
月
か
ら
順
次
支
給

を
開
始
し
ま
す
が
、
支
給
時
期
が
過

ぎ
て
も
入
金
の
確
認
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
や
、
相
談
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
】

�

住
民
税
務
課
住
民
係

�

内
線
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子
育
て
世
帯
の
み
な
さ
ん
へ

令
和
３
年
度
臨
時
特
別
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
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私
た
ち
の
顔
や
性
格
、価
値
観
が
人
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う

に
、
性
の
あ
り
方
も
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。「
男
ら
し
く
」「
女

ら
し
く
」の
決
め
つ
け
や
、性
に
対
す
る
当
た
り
前
と
さ
れ
て
い
る

常
識
や
価
値
観
に
よ
っ
て
、誰
か
を
傷
つ
け
て
は
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
誰
も
が
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
に
な

る
よ
う
に
、
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

性
の
多
様
性
を
考
え
よ
う

　

私
た
ち
は
、
出
生
時
の
身
体
的
特

徴
な
ど
か
ら
、「
男
性
」
ま
た
は
「
女

性
」
の
ど
ち
ら
か
に
判
別
さ
れ
、
性

別
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
性

の
あ
り
方
は
、
出
生
時
に
決
め
ら
れ

た
性
別
よ
り
も
さ
ら
に
多
様
で
複
雑

で
す
。
ま
た
、
性
の
あ
り
方
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
尊

厳
に
関
わ
る
大
切
な
こ
と
で
す
。

  

４
つ
の
性
の
あ
り
方  

　

性
の
あ
り
方
（
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
ー
）
に
は
、
左
の
よ
う
な
４
つ

の
要
素
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
４
つ
の
要
素
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て
、
私
た
ち
自
身
の
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
構
成
さ
れ
ま

す
。
４
つ
の
要
素
か
ら
見
つ
め
る

と
、
多
彩
な
存
在
が
あ
り
、
決
し
て

「
男
」「
女
」「
異
性
が
好
き
」
な
ど

だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
戸
籍
の
性
と
こ
こ
ろ
の
性
が
一

致
せ
ず
違
和
感
を
持
つ
人
、
好
き
に

な
る
性
が
同
性
や
男
女
両
方
へ
向
い

て
い
る
人
も
い
ま
す
。

  

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
は  

　

こ
の
よ
う
に
社
会
か
ら
み
て
少
数

派
の
人
を
性
的
少
数
者
（
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
）
と
言
い
ま

す
。
そ
し
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
を
表
す
総
称
の
１
つ
に

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
性
的
少
数
者
の
割
合

は
、
日
本
の
人
口
の
８
・
９
％
に
あ

た
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
電
通
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ラ
ボ
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
+

調
査
２
０
２
０
）。
つ
ま
り
、
11
人

に
１
人
が
該
当
す
る
計
算
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
左
利
き
や
Ａ
Ｂ
型
の

割
合
と
同
じ
く
ら
い
で
す
。
し
か

し
、「
自
分
の
周
り
に
は
い
な
い
、

出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
し
、「
こ

こ
に
は
い
な
い
存
在
」
と
し
て
は
い

な
い
で
し
ょ
う
か
。
性
的
少
数
者
と

さ
れ
る
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
親
や
友

達
、
先
生
な
ど
周
り
に
話
す
こ
と
が

で
き
ず
、
孤
独
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
周
り
か
ら
の
い
じ
め
や
差
別

に
悩
む
人
も
多
く
い
ま
す
。

　
「
生
き
に
く
さ
」
を
感
じ
て
い
る

人
が
自
分
の
周
り
に
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
考
え
る
想
像
力
を
持
ち
、
自

身
の
言
動
や
行
動
に
配
慮
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
特
別
扱
い
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
な
く
、
性
の
多
様
性
を

認
め
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
生
き
や

す
い
明
る
い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

Ｌ レズビアン 女性の同性愛者

Ｇ ゲイ 男性の同性愛者

Ｂ バイセクシュアル 両性愛者

Ｔ トランスジェンダー 体と心の性の不一致

＋
Ｑ クエスチョニング 自分の性に迷っている

性的指向

性自認

４つの性のあり方
（セクシュアリティー）

①からだの性（生物学的性）
身体的特徴に基づき、出生時に
割り当てられる性。（戸籍の性）

②こころの性（性自認）
自分が認識する性。
男性、女性、まだ分からない、
模索中、いずれでもないなど。

③表現する性（性表現）
服装やしぐさ、行動、口調など
により外部へ表現したい性。

④好きになる性（性的指向）
恋愛や性的欲求の対象とする相
手の性。
異性、同性、どちらでもなど。

日常の何気ない言葉が、誰かを傷つけたり、
その人らしさを奪っているかもしれません。

彼氏いるの？
彼女いるの？

結婚
しないの？

男らしい服装を
しなさい。

女らしく話しなさい。

男女の区別や異性愛を前提とする
のではなく、恋人やパートナーな
どの表現へ。また、結婚や子育て
を前提とした発言へは配慮が必要
です。

望まない性別での生活を
強要することは、相手の否
定へ繋がります。

あの人ホモらしいよ。
気持ち悪い。

「ホモ」「レズ」は差別的用
語です（レズビアン、ゲイ
などは良い）。性のあり方
を理由にしたいじめなど
はやめましょう。
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〜
償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
〜

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、償
却
資
産
申
告
を
忘
れ
ず
に

共　通 パソコン、複写機、空調機、レジスター、
看板、広告塔、舗装路面、駐車設備など

建設業 パワーショベル、大型特殊自動車、
作業用機器、発電機など

飲食業・小売業 厨房設備、冷凍・冷蔵庫、陳列棚、
音響機器など

理美容業 理・美容椅子、洗面設備、消毒殺菌設備、
サインポールなど

工　場 旋盤、金型、プレス機、受変電施設、
構内舗装など

農　業 農業用機械類、農業用施設、
ビニールハウスなど

 売電区分
 用  途

余 剰 売 電
全量
売電10kw未満 10kw以上

個人（家庭用）
償却資産の
課税対象外

個人（事業用）
および法人

事業用資産となり償却資産の申告が必要
です

太
陽
光
発
電
設
備
を

　
　
　
　
　
　

設
置
さ
れ
た
方
へ

　

家
屋
の
屋
根
や
敷
地
な
ど
に
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
し
て
売
電
す
る

場
合
に
は
、
用
途
お
よ
び
売
電
区
分

に
よ
り
償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
太
陽
光
発
電

設
備
の
用
途
お
よ
び
売
電
区
分
に
よ

る
課
税
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

課税対象

【
償
却
資
産
申
告
書

　
　
　
　
　
　

提
出
期
限
】

令
和
4
年
1
月
31
日（
月
）

　

申
告
の
必
要
な
資
産
は
減
価
償
却

費
が
法
人
税
ま
た
は
所
得
税
法
の
所

得
の
計
算
上
損
金
ま
た
は
必
要
経
費

に
算
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。

償
却
資
産
と
は

　

法
人
（
会
社
）
や
個
人
の
方
が
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る
構
築
物
、

機
械
、
装
置
、
工
具
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
資
産
を
償
却
資
産
と
い
い
、
土

地
や
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

①
家
屋（
固
定
資
産
税
）で
課
税
さ
れ

　

る
も
の
や
、
自
動
車
税
･
軽
自
動

　

車
税
で
課
税
さ
れ
る
も
の

②
耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は
取

得
価
額
が
10
万
円
未
満
の
資
産

で
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算

入
さ
れ
る
も
の
、ま
た
は
取
得
価
額

が
20
万
円
未
満
の
も
の
で
、
３
年

間
で
一
括
償
却
を
し
て
い
る
も
の

※
リ
ー
ス
の
場
合
は
、
リ
ー
ス
会
社

が
中
川
村
へ
償
却
資
産
申
告
を

行
っ
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

◆
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
礎
と
な

る
客
体
を
正
確
に
把
握
し
、
適
正

な
課
税
を
行
う
た
め
実
地
調
査
や

関
係
帳
簿
な
ど
の
参
考
資
料
の
提

出
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
昨
年
申
告
を
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
申
告
書
を
12
月
中
旬
に
送
付

し
て
い
ま
す
。
届
か
な
い
方
や
、

新
た
に
申
告
を
す
る
方
は
、
住
民

税
務
課
税
務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

告
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で

す
。

償
却
資
産
の
対
象
に
な
る
も
の

申
告
の
必
要
が
な
い
資
産

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
把
握

が
困
難
で
あ
る
た
め
、
申
し
出
が
な

い
と
課
税
台
帳
か
ら
削
除
さ
れ
ず
、

翌
年
度
も
課
税
対
象
の
ま
ま
に
な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
は
、
住
民

税
務
課
税
務
係
へ
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

住
民
税
務
課
税
務
係

内
線
42

取
り
壊
し
た
家
屋
は

あ
り
ま
せ
ん
か

地元企業・商店のみなさん 広報なかがわに広告を掲載しませんか
　地元企業、商店、団体などの活動を紹介し、地域の活性化を図ることを目的に、広報なかがわに有料広告
を掲載します。広告は、広報おしらせのページに掲載します。
【スペースと料金（１回分）】
　●広報紙の１段の２分の１（縦50㎜×横85㎜）を１単位とし、１単位あたり2,000円。１段4,000円。
　※有料広告は、村内事業所、商店、団体などに限らせていただきます。
　※詳細は、総務課広報情報係（内線22）へお問い合わせください。
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中
川
村
お
店
め
ぐ
り
ク
ー
ポ
ン
券
販
売
中
！

　
中
川
村
観
光
協
会
で
は
村
内
需
要
喚
起
の
た
め
、「
中
川
村
お

店
め
ぐ
り
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
い

ま
ま
で
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
お
店
に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

ク
ー
ポ
ン
券
の
内
容

　

販
売
価
格
１
，０
０
０
円
で
１
，

５
０
０
円
分
（
５
０
０
円
３
枚
つ
づ

り
）
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
購
入
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
お
会
計
５
０
０
円
ご
と
に

も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
を
３
店
舗
分
集

め
る
と
、
さ
ら
に
５
０
０
円
分
の

ク
ー
ポ
ン
と
し
て
利
用
で
き
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
券
も
つ
い
て
き
ま
す
。

最
大
２
，０
０
０
円
分
の
ク
ー
ポ
ン

が
１
，０
０
０
円
で
購
入
で
き
、
と

て
も
お
得
で
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
販
売
・使
用
期
限

　

令
和
４
年
２
月
28
日（
月
）ま
で

※
在
庫
が
完
売
し
た
時
点
で
販
売
は

　

終
了
し
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

・
飲
食
店
で
１
店
、
小
売
店
な
ど
で

１
店
、
分
類
に
関
わ
ら
ず
１
店
、

合
計
３
店
舗
分
の
ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
と
、次
回
会
計
で
５
０
０
円

ク
ー
ポ
ン
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

・
飲
食
店
、
小
売
店
な
ど
の
分
類
は

次
の
「
利
用
可
能
店
舗
」
の
と
お

り
で
す
。

・
１
店
５
０
０
円
の
会
計
ご
と
に
１

つ
ス
タ
ン
プ
を
押
せ
ま
す
。

利
用
可
能
店
舗

【
飲
食
店
】basecam

pCO
FFEE

／

ア
ゲ
イ
ン
／
ア
ジ
ア
ご
は
ん
と
ス
パ

イ
ス
カ
レ
ー
ア
ド
ゥ
マ
ン
／
い
げ
た

屋
／
い
さ
わ
★
／
い
ろ
り
な
か
が
わ

亭
／
カ
フ
ェ
・
セ
ラ
ー
ド
／
カ
フ
ェ

レ
ス
ト
ペ
リ
カ
ン
／
喜
多
方
ら
ー
め

ん
め
ん
ま
る
中
川
店
★
／
き
り
こ
／

地
鶏
屋
一
志
★
／
ス
ナ
ッ
ク
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｗ
Ａ
／
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
ク
ア
ッ
ト

ロ
モ
ー
リ
／
望
岳
荘
★
／
桃
ち
ゃ
ん

／
ラ
ー
メ
ン
ま
た
旅
／
吉
笑
楽
／

V
ita

【
小
売
店
な
ど
】あ
か
い
み
／
暮
ら
し

の
工
房
こ
ね
り
／
し
ま
や
菓
子
店
／

山
の
パ
ン
屋
さ
ん
★
／
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
と

ま
と
む
ら
／
今
錦
：
米
澤
酒
造
直

営
シ
ョ
ッ
プ
／
燻
製
工
房
も
み
じ

／
玉
屋
商
店
／
た
ろ
う
屋
★
／
ニ
ル

ス
／
ワ
ッ
ツ
ウ
ィ
ズ
（
チ
ャ
オ
内

１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
）
／
㈲
江
戸
屋

／
片
桐
農
園
／
信
州
く
だ
も
の
村
富

永
農
園
／
合
天
の
な
か
が
わ
／
伊

那
谷
キ
ャ
ン
パ
ー
ズ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

／K
U
W
A
BA
RA
�CA
M
P

★

／
四

徳
温
泉
キ
ャ
ン
プ
場
★
／
陣
馬
形
山

キ
ャ
ン
プ
場
★

販
売
場
所

主
な
販
売
場
所

　

中
川
村
農
業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
チ
ャ
オ
南
側
旧
Ｊ
Ａ
片
桐
支
所
）

営
業
時
間　

平
日
、
休
日
９
時
～
午

後
５
時
（
12
月
28
日
～
１
月
10
日
ま

で
は
年
末
年
始
休
業
で
す
。）

そ
の
ほ
か
の
販
売
場
所

　

利
用
可
能
店
舗
一
覧
の
う
ち
、
★

マ
ー
ク
が
付
い
た
店
舗
で
も
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

各
店
ご
と
用
意
し
た
枚
数
が
完
売

し
た
時
点
で
販
売
終
了
と
な
り
ま

す
。

そ
の
ほ
か
の
制
限

　

店
頭
に
買
い
に
来
ら
れ
た
方
１
人

に
つ
き
３
枚
ま
で
購
入
可
能
で
す
。

～農機具のメンテナンスをしておきましょう！～

中川村営農センター（産業振興課農政係）　内線34

今回は農作業シーズンの終了にともなう農作
業機械の保管方法についてお知らせします。

トラクター
①JAまたは代理店などで点検し、不具合など
があれば修理することで重大事故を防ぎま
しょう。
②バッテリーは放電防止のため、マイナス
ターミナルを外しておきましょう。

スピードスプレヤー
①JAまたは代理店などで点検をして安全に
使用できるようにしておきましょう。
②バッテリーのマイナスターミナルを外して
おきましょう。
③凍結防止のため、水抜きは確実に実施して
機器の破損を防ぎましょう。

刈払い機・管理機・モアなど（小農機具）
来春まで長期間エンジンをかけない場合は…
①燃料は抜いてキャブレターのフロートが固着しない
ようにしておきましょう。
②回転部のグリスアップ、ネジの緩みが無いかを確認
して回転部破損による事故を防ぎましょう。

ネジを外してグリ
スをたっぷり注入
してください

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

TEL 

96
―
０
６
５
８

　農機具のシーズン前の整備や使用時期の日常の点検は
安全な作業、突発的な事故防止につながりますので、確
実に行っておきましょう。
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保健センター　TEL88-3002

脳と心臓の血管病を
予防するために

　脳と心臓の血管を守るためには、血圧の値はとても大切です。それに加えて、危険因子などの有無
により治療の進め方を判断しています。

①血圧以外の危険因子の有無を確認しましょう。

②血圧以外の危険因子などの有無で治療の進め方の判断をします。

　血圧の値と併せて、特定健診などで行われる血液検査の結果をみながら減量、減塩、節酒、禁煙、
ストレスの軽減、運動など生活習慣の改善や薬物治療についても考えてみましょう（薬物療法の開始
は、かかりつけ医の指示に従うようにしてください）。

血圧値（外来・診察室血圧値）（mmHg）

正常血圧 正常高値 高値血圧 Ⅰ度高血圧 Ⅱ度高血圧 Ⅲ度高血圧

拡張期 ～119 120～129 130～139 140～159 160～179 180～

収縮期 ～79 ～79 80～89 90～99 100～109 110～

❶低リスク

適切な生活
習慣のすす
め

生活習慣の
改善

3ヶ月間生活
習慣の改善

1ヶ月間生活
習慣の改善

1ヶ月間生活
習慣の改善

直ちに降圧薬治療の開始
あわせて生活習慣の改善

❷中等リスク 3ヶ月間生活
習慣の改善

1ヶ月間生活
習慣の改善

直ちに降圧薬治療の開始
あわせて生活習慣の改善

❸高リスク 1ヶ月間生活
習慣の改善

直ちに降圧薬治療の開始
あわせて生活習慣の改善

□糖尿病がある
　空腹時血糖値が126mg/dl以上
　または随時血糖200mg/dl以上
　またはHbA1c6.5%以上
□尿蛋白（＋）以上、
　または微量アルブミン尿が30mg以上
　糸球体ろ過量（eGFR）60未満
□脳出血・脳梗塞（一過性脳虚血発作）になった
　ことがある
□左室肥大・狭心症・心筋梗塞・心不全がある
□非弁膜症性心房細動がある
□眼底検査で動脈硬化性（高血圧）変化がある
　（H2以上、kwⅡa以上）
□頸動脈エコー検査で中膜壁肥厚（1.1mm以上）
　プラークがある
□閉塞性動脈疾患、足間接上腕血圧比
　（ABI）0.9以上
□抗血栓治療薬を服用中である

該当なし

□

□

□

□

男性ですか

年齢は65歳以上ですか

タバコを吸いますか

LDLコレステロール値が140mg/dl以上

HDLコレステロール値が40mg/dl未満

中性脂肪値が150mg/dl以上

いずれか

糖尿病性腎症の重症化予防
脳心血管病の再発予防

当てはまるものに□してください。いくつ該当しますか？

１つでも
該当あり 高リスク

3

脳・心・腎血管病の
発症予防

１～２個
中等リスク

2

０個
低リスク

1

３個以上
該当
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本との出会い 中川村図書館

だ よ り図書館
●2021年12月／第 139 号●　　中川村片桐4757　　TEL  88−1005

★12月15日（水）～28日（火）は貸出冊数無制限サービスを行います。
★『なかがわむら方言かるた』の貸出も行っていますので、ぜひお正月休みにご活用

ください。

木 金 土 日 月 火 水

23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日

30日 31日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日

年末年始の休館日（12月～１月）　　※赤字が休館日です。

　

中
川
中
学
校
で
は
、
今
年
の
読
書
旬
間

で
、
全
校
生
徒
が
自
分
の
紹
介
し
た
い
本

を
ポ
ッ
プ
に
書
い
て
展
示
し
、
投
票
し
て

大
賞
を
決
め
た
そ
う
で
す
。
そ
の
大
賞
を

含
む
何
枚
か
の
ポ
ッ
プ
を
お
借
り
し
て
、

村
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
展
示
し
て
い

ま
す
。
１
月
中
旬
ま
で
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
読
み
た
い
本
が
貸
出
中
の
場
合
は
、
職

員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。）

　

12
月
は
「
地
球
温
暖
化
防
止

月
間
」で
す
。
こ
れ
は
、国
民
・

事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
温
暖
化
防
止
の
普
及
啓
発
を

行
う
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
連
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
国
連
気
候

変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）

の
報
告
書
で
は
、
変
動
で
は
な

く
「
気
候
危
機
」
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
異

常
気
象
の
多
発
や
作
物
の
生
育

の
変
化
な
ど
を
身
近
に
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
川
村

で
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
住
宅
の
建

築
も
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。「
温

暖
化
」
や
防
止
策
の
本
を
そ
ろ

え
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

地球温暖化
防止月間

中学生が書いた

本の紹介ポップ
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中
川
村
の
奇
石
・
名
石
・
珍
石

養
命
酒
発
祥
の
地
の

　
　
　
　
　記
念
碑

　

天
竜
川
左
岸
、
坂
戸
橋
か
ら
東
へ

少
し
登
っ
た
と
こ
ろ
に
、
立
派
な
蔵

と
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
工
場
跡
地

が
あ
る
。そ
の
北
の
端
に
高
さ
１
９
０

㎝
、
幅
４
６
０
㎝
の
巨
大
な
石
が
置

か
れ
て
文
字
が
刻
ま
れ
、
真
ん
中
に

謂い

わ
れ
の
刻
ま
れ
た
金
属
板
が
は
め

込
ま
れ
て
い
る
。

『
養
命
酒
発
祥
の
地
』

　

こ
こ
は
、
養
命
酒
製
造
株
式
会
社

（
本
店
・
東
京
都
）の
最
初
の
工
場（
第

一
工
場
）
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
り
、

そ
し
て
、
４
０
０
年
ほ
ど
前
に
こ
の

地
の
豪
農
塩し

お

澤ざ
わ

宗そ
う

閑か
ん

翁
が
薬
酒
を
つ

く
り
、
養
命
酒
と
名
付
け
た
場
所
で

あ
る
。

　

関
ヶ
原
の
合
戦
が
あ
っ
た
慶
長
年

間
（
１
５
９
６
～
１
６
１
５
年
）
の

頃
、
宗
閑
翁
は
大
雪
の
中
行
き
倒
れ

て
い
た
老
人
を
助
け
、
３
年
も
の
間

食
客
と
し
て
面
倒
を
み
た
。
そ
の
旅

人
が
旅
立
つ
時
、
お
礼
と
し
て
翁
に

秘
伝
の
薬
酒
の
造
り
方
を
教
え
た
。

そ
の
後
、宗
閑
翁
が
材
料
を
求
め
て
山

中
を
歩
き
、工
夫
を
重
ね
て
造
り
だ
し

た
の
が
「
養
命
酒
」
で
あ
る
と
い
う
。

　

養
命
酒
は
一
子
相
伝
の
薬
酒
と
し

て
代
々
塩
澤
家
で
造
ら
れ
た
。
徳
川

秀
忠
の
代
に
江
戸
幕
府
に
献
上
し
て

「
天
下
御
免
萬
病
養
命
酒
」
と
い
う

言
葉
を
い
た
だ
い
た
り
、
忠
臣
蔵
の

赤
穂
浪
士
達
が
養
命
酒
を
取
り
寄
せ

て
一
同
で
飲
ん
で
い
た
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　

大
正
12（
１
９
２
３
）年
、
塩
澤
伊

八
郎
が
株
式
会
社
「
天
龍
舘
」
を
設

立
し
て
、
全
国
で
養
命
酒
の
販
売
を

開
始
。
最
初
は
苦
戦
す
る
も
徐
々
に

広
が
り
、
昭
和
初
期
に
は
海
外
で
の

販
売
も
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア

太
平
洋
戦
争
中
に
は
、
原
料
の
不

足
・
従
業
員
の
徴
兵
な
ど
に
よ
り
苦

境
に
立
た
さ
れ
た
が
、
戦
後
、
順
調

に
業
績
を
伸
ば
し
、
昭
和
26
年
に
岡

谷
工
場
を
新
設
、
商
標
も
養
命
酒
製

造
株
式
会
社
に
変
更
し
た
。

　

平
成
２
年
、第
一
工
場
の
敷
地
内
に

こ
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
石
碑
に

使
わ
れ
た
大
き
な
石
は
、
駒
ヶ
根
工

場
を
建
設
す
る
際
に
出
た
石
を
移
転

し
た
も
の
だ
と
い
う
。
第
一
工
場
の

建
物
自
体
は
平
成
25
年（
２
０
１
３

年
）、
老
朽
化
の
た
め
解
体
さ
れ
た

が
、
宗
閑
翁
の「
養
命
酒
を
通
じ
て
、

「養命酒発祥の地の記念碑」

◎少女たちの戦争
中央公論社

　若い兵士に言えなかった「サヨ
ナラ」の一言、東京大空襲の翌日
に食べた〈最後の昼餐〉…。瀬戸
内寂聴から佐野洋子まで、太平洋
戦争開戦時に20歳未満だった女性
たち27名が、非常時の日常を綴る。

新着おすすめ本

◎はぐれイワシの打ち明け話
～海の生き物たちのディープで

　　クリエイティブな生態～
　ビル・フランソワ　著

光文社
　海の中ならどこでもクジラの歌声が
聞こえる、サケは海の中で故郷のにお
いを嗅ぎ分ける、ニシンのおならが冷
戦の緊張を高める…。自然科学的な話
題から歴史上のエピソードまで、海の
魅力を余すところなく伝える海洋エッ
セイ。

◎残照の頂  続・山女日記
湊 かなえ　著

幻冬舎
　日々の思いを噛み締めながら、
一歩一歩、山を登る女たち。通過
したつらい日々は、つらかったと
認めればいい。山頂から見える景
色は、これから行くべき道を教え
てくれるー。全4編を収録した書き
下ろし連作小説。

◎ミチクサ先生　上
　伊集院 静　著

講談社
　夏目家の「恥かきっ子」金之助
は、父親にガラクタ扱いされなが
らも、学校では異例の飛び級で頭
角をあらわす。東京大学予備門に
合格した金之助は、正岡子規と出
会い…。夏目漱石の青春を描く。
下巻も同時刊行。

◎さむがりやのスティーナ
　ラニ・ヤマモト　著

平凡社
　スティーナはとってもさむがり
の女の子。冬はぜったい外に出た
くないし、家のなかでも寒さ対策
は万全。でも最近、なぜだか外の
様子が気になって…。冬をあたた
かく過ごすための発明品や手作り
遊びのアイデアも満載。

世
の
人
々
に
貢
献
し
た
い
」と
い
う
奉

仕
の
精
神
を
あ
ら
わ
し
た
石
碑
は
今

も
こ
の
場
所
に
残
り
続
け
て
い
る
。

（
写
真
は
許
可
を
得
て
撮
影
し
た
。）
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水
道
の
凍
結
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

回転が止まる位置までしっかりと不凍栓の
ハンドルを回しましょう。半開きの場合、
水漏れの原因になります。

不凍栓

開 閉

水
道
の
冬
支
度
は
大
丈
夫
？

　

寒
さ
が
厳
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
季
節
は
、
水
道
管
や
水
道

メ
ー
タ
ー
、
蛇
口
な
ど
の
凍
結
に
よ

り
、
水
が
出
な
く
な
る
、
水
道
管
が

破
裂
す
る
と
い
っ
た
事
故
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
も
し
そ
う
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
水
道
使
用
者

自
身
で
修
理
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
水
道
の
凍
結
に
は
、
十
分
注

意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、ご
家
庭
以
外
に
も
、集
会
所

な
ど
の
施
設
に
つ
い
て
も
凍
結
の
心

配
が
無
い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。集
会
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、普
段

は
使
用
さ
れ
な
い
た
め
、発
見
ま
で
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
、利
用
後
は
次
の
点
に
注
意

し
な
が
ら
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

凍
結
を
防
ぐ
に
は
…

◎
凍
結
防
止
帯（
電
熱
帯
）の
電
源
が

コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
る

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
道
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
へ

は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
布
切
れ

な
ど
の
保
温
で
き
る
も
の
を
濡
れ

な
い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入

れ
、
メ
ー
タ
ー
を
保
護
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
不
凍
栓
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
で

は
、
就
寝
前
や
外
出
さ
れ
る
時
に

は
忘
れ
ず
に
「
水
抜
き
」
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

水
抜
き
の
手
順
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
不
凍
栓
を
閉
め
る

②
蛇
口
な
ど
の
水
栓
器
具
を
開
け
る

（
水
が
抜
け
ま
す
）

③
水
抜
き
が
終
わ
っ
た
ら
水
栓
器
具

を
閉
め
る

年
末
年
始
は
節
水
を
！

　

年
末
年
始
は
、
特
に
水
道
の
使
用

量
が
増
加
し
、
施
設
能
力
を
超
え
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
大
掃
除

や
洗
濯
な
ど
に
は
、
風
呂
の
残
り
湯

を
利
用
す
る
な
ど
「
節
水
」
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
掃
除
に
併
せ
て
、
水
道

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
溜
ま
っ
た

土
の
除
去
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周

辺
の
片
付
け
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
検
針
が
効
率
よ
く
で
き
る

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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水道の年末年始の当番事業者
　年末年始の凍結などによる事故の修理
は、指定業者が当番制で対応しますので、
下記当番店に直接連絡をお願いします。
　なお、連絡がつかない場合は、役場（宿直）
まで連絡してください。

【中川村役場】 TEL 88−3001

日付 当番事業者 連絡先
電話番号

12/29（水） 新 井 設 備 88-2420

12/30（木） 石田建設㈱中川支店 88-3524

12/31（金） 田 島 建 設㈱ 88-3057

１/１（土） 宮下建設工業㈱ 88-3034

１/２（日） ㈲与 根 山 建 設 88-2257

１/３（月） 山 崎 建 設㈲ 88-2040

１/４（火） ㈾辰 巳 屋 88-2014

１/５（水） ㈲むかいや設備 88-3600

　

年
末
年
始
は
、
大
掃
除
や
来
客
の

お
も
て
な
し
な
ど
、
１
年
の
中
で
も

ご
み
の
出
る
量
が
多
く
な
る
時
期
で

す
。

　

ご
み
処
理
施
設
や
収
集
業
者
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
収
集
で
き

な
い
日
を
な
る
べ
く
少
な
く
し
て
い

ま
す
が
、
す
べ
て
の
日
程
で
収
集
が

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

必
ず
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
日

を
確
認
い
た
だ
き
、
収
集
の
な
い
日

は
集
積
所
へ
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

し
尿
を
処
理
し
て
い
る
伊
南
衛
生

セ
ン
タ
ー
は
、
12
月
29
日
か
ら
１
月

３
日
ま
で
休
業
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
の
間
は
し
尿
の
く
み
取
り

業
者
も
休
業
と
な
り
ま
す
。

　

く
み
取
り
は
、
早
め
に
業
者
へ
の

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
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年
末
・
年
始
の
ご
み
出
し

汲
み
取
り
は
計
画
的
に
!!

ご　み　の　種　類
22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1/1 2 3 4
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

燃やせるごみ
大草・葛島地区 ○

ごみの
収集は

ありません

○

ごみの収集は
ありません

○
片桐地区 ○ ○ ○

資源プラスチック（全村） ○ ○
ペットボトル（全村） ○

一般家庭ごみ（上伊那CC直接持込） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
事業系ごみ（上伊那CC直接持込） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 

ご
み
出
し
に
つ
い
て

し
尿
の
く
み
取
り
に
つ
い
て

ご
み
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

※1　12月25日（土）は、大草・葛島地区の資源回収があります。
※2　12月31日（金）の大草・葛島地区の燃やせるごみの回収はありません。
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11月19日（金）　お楽しみ会「英語であそぼ！」
　平日の開催でしたが８組18人と大勢の参加がありまし
た。英語の歌や手遊び、絵本の読み聞かせなどで楽しく遊ぶ
ことができました。

vol.122

今月はみなかた保育園
「あひる組」のみんなです

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分

【閉 所 日】　毎週水曜日

お知らせ （バンビーニの１月の予定）
・女性の就業相談　予約制
　日時：１月11日（火）　午前10時～午後２時
　＊お子さん連れで相談できます。
・歯科衛生士さんのお話し　予約制
　日時：１月13日（木）　午前10時30分～
　＊終了後、個別相談できます。
・おしゃべり会「保育園入園を前に…」②
　〈片桐保育園希望者〉　予約制
　日時：１月31日（月）　午前10時30分～11時30分
　＊〈みなかた保育園希望者〉は2月1日（火）の予定です。
※12月28日（火）は大掃除のため午後１時に閉所します。
　年明けは1月4日（火）午前9時30分から開所します。
※急な変更となる場合がありますので、
　「バンビーニGoogleカレンダー」でもご確認ください。

vol.123

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201

あひる組（２歳児）
男の子３人　女の子２人　合計５人

元気いっぱいの５人組。
おしゃべりもたくさんできるようになったよ。

ひよこさんと一緒の生活で、ひよこさんのお兄さん・お姉さんとして、
面倒もたくさんみられるようになったよ。

みんなと風船のお手紙を飛ばしたよ。
返事がくると嬉しいな。



野球の試合

中央が宮﨑さん

№523広報17

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
中
川
村
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
農
村
風
景
や
人
々
の

営
み
が
息
づ
く
生
活
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
平
成
30
年
に
、
地
区
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
村

の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を
“
美
し
い
村
な
か
が
わ
36

景
”
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
身
近
に
あ
る
た
め
気
付
か
な
か
っ
た
隠
れ
た
名
所
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
川
村
の
魅
力
再
発
見
！

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記
32

天
竜
橋

NV

子生沢川

四
徳
川

桑原の滝駐車場

ほ 　 や 　 さ わ

飯沼の棚田❻

西丸尾のしだれ桜❾

北組地区荻平地籍❺

針ヶ平から望む中央アルプス

小平地区白鷺原からの眺望❸竹ノ上地区中平から望む中川村❷

天竜川から望む中央アルプス

陣馬形登山道❽

今は全戸が移住した四徳地区の人たちが必ず通った懐かしい
峠。中川村と駒ヶ根市を結ぶこの峠の南側には折草峠の由来
が刻まれた石碑と漂泊の俳人井上井月の歌碑が立ち並び、歴
史を感じさせる。

渡場のイチョウ並木天竜橋から望む中央アルプス

柳沢地区から望む中央アルプス

横前地区から望む中央アルプス❶ 折草峠❼

望湖偲故郷の石碑から望む小渋湖

葛北地区天白原から望む西山葛北地区天白原から望む東山水燃えて火となる

横前グラウンドから望む南アルプス

階段状に耕した田んぼと中央アルプスの調和が美しい景色。平
成16(2004)年から荒廃防止と景観保全を目的に酒米「美山
錦」の栽培が行われ、米澤酒造㈱が地酒「今錦おたまじゃくし」
として商品化している。

三六災害後、小渋ダムの建設に伴い桑原地区から移住した89
人の名が刻まれる記念碑から望む小渋湖。湖底に沈んだ故郷
に想いを馳せながら眺める小渋湖の景観が郷愁を誘う。紅葉
の時季は木々が鮮やかに色づく。

標高2,194mの烏帽子ヶ岳の奥に標高2,613mの越百山が
そびえる雄大な西山の景色。四季折々の移ろいを見せる美し
い田畑とのコントラストは絶景。

西山から振り返れば遠く大鹿村、豊丘村の山々を見渡すことが
できる。中川村の日々の暮らしに根付く、2つのアルプスに囲
まれた穏やかな風景。

南向発電所を建設した日本の電力王・福沢桃介翁揮毫の碑文。
「電気を起こし、産業を興隆し、国を豊かにして、国民の文化を
高める」という福沢翁の電気事業に対する熱い決意が刻まれて
いる。

昭和58(1983)年に「渡場いこいの広場」により、渡場地区
の特産品化を目的に植えられたイチョウ並木。秋には大勢の
見物客で賑わい、銀杏拾いも 行われる。白亜の南向発電所
とのコントラストも美しい。

天竜橋は、昭和63(1988)年に建設された永久橋。親柱や照
明灯には村名産のりんごが配され、りんご橋の通称でも親しま
れる。雪解けの時季には、橋上から望む新緑のニセアカシアと
南駒ヶ岳の残雪が美しい。

一面に広がる野菜畑を眺めながら遠くに望む中央アルプスと伊
那谷の景色。農業が主要産業である中川村を象徴する風景。

中央アルプスの山並みに赤々と実るりんごが映える色鮮やかな
景色。横前地区では昭和56(1981)年からりんごの植付けが
行われ、大規模なりんご団地が広がる。

美里地区西丸尾に咲く、樹齢450年を超す古桜。樹木内部は
空洞になっているものの樹勢は非常に盛ん。春は満開の桜をレ
ンゲツツジや椿が彩り、桜の名所として全国に知られる。

坂戸橋と坂戸峡❹

昭和８(1933)年にしゅん工された南向村と片桐村を結ぶ村
内初の永久橋。令和2（2020）年に国の重要文化財に指定。

「河岸段丘に息づく味覚の里づくり」のため、平成８(1996)
年頃に基盤整備された水田地帯。西は中央アルプスの群峰、
南は伊那谷の遠望が広がる。山々に囲まれた田園風景は風
光明媚。

昭和58(1983)年に整備された横前地区のグラウンドから見
る山々の眺望が美しい。アルプスに囲まれたグラウンドで地域
住民がスポーツを楽しむ憩いの場所。周辺には桜が植えられ、
春には南アルプスとのコントラストが美しい。

中央アルプスの山並みが眼前に迫る風景。まっすぐに延びた村
道針ヶ平七久保線沿いに整然と電柱が並ぶ無機的な風景とダ
イナミックで存在感のある山並みのコントラストが美しい。

中川村北部の小平地区から南方に見下ろす美しい眺望。栗生
沢川沿いに連なる農地には稲が作付けされ、広大な自然の中
に人々の営みを感じるのどかな風景。

牧ヶ原橋や蛇行する天竜川、東西小学校など片桐・南向両地
区が一望できる風景。東西の街並みが牧ヶ原橋でつながる景
色や統合中学校の校舎が村発足60周年の歴史を感じさせる。

天竜川のせせらぎを感じながら中央アルプスを望むのどかな風
景。周辺を流れる南沢川には「南田島ホタルの里の保存会」に
よりホタルの生息環境が整備され、初夏には宵闇の中をホタル
が飛び交う。

陣馬形山登山途中に息がつける休憩スポット。整備された木々
の美しさと木漏れ日に心落ちつく景色。眼下に見下ろす伊那谷
の眺望は山頂に負けず壮観。

鵜の淵

坂戸橋から南流する天竜川が流路を西に向ける淵。舟運が盛
んだった頃、流れが急変する淵は通行の難所であった。白い砂
浜と天竜川のせせらぎに心癒やされる場所。



お試しシェアオフィスから望む南アルプス

村に寄附された上前沢地区の農家住宅を改修し、平成30
（2018）年３月に完成したお試しシェアオフィスから見る南ア
ルプスの眺望。四季折々の景色を眺めながら、リラックスして
仕事ができる空間。



伊那田島の桜並木

閑静な駅舎の周辺に植えられた寒緋桜の並木と中央アルプス
のコントラストが絶景。伊那田島駅は大正９(1920）年11月
に開業。一時乗車券が販売されたことがあったが、現在は無人
駅となっている。



熊野社

保谷沢川沿いの田園風景と、熊野社の佇まいが伝統と風情を
感じさせる景色。毎年春秋に行われる例祭では、昭和54

（1979）年に「南田島おはやし保存会」が再興した獅子舞が
奉納される。



ぎん  なん

ほ　 や　 さわ
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う
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●中川村役場
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中
川
東
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
三
共
地

区
の
常
泉
寺
に
建
立
さ
れ
て
い
る
六

地
蔵
で
す
。

　

天
神
山
常
泉
寺
は
、
室
町
時
代
の

文
明
15
年
（
１
４
８
３
年
）
に
開
山

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
寺
院
で
す
。

伊
那
七
福
神
の
札
所
の
ひ
と
つ
、
大だ

い

黒こ
く

尊そ
ん

天て
ん

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寺
の
入
口
に
は
、
昭
和
45
年

（
１
９
７
０
年
）
に
桑
原
地
区
東
山

か
ら
移
転
建
立
さ
れ
た
２
組
の
六
地

蔵
が
立
ち
並
び
、
参
拝
者
を
迎
え
て

い
ま
す
。
風
情
あ
る
そ
の
姿
を
抜
け

た
先
、
境
内
か
ら
眺
め
る
中
央
ア
ル

プ
ス
の
風
景
も
見
事
で
す
。

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
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名
刹
に
佇

た
た
ず

む
六
地
蔵

Point 常
泉
寺
六
地
蔵（三

共
）

へ未来 なかがわ vol.44
― 高校生活はどうですか。
　学校では中学と違い人数が多いので
いろんな人がいて、話したり遊んだり
するのがとても楽しいです。野球部の
毎日の部活もとても充実していて楽し
いです。

― 今頑張っていることは何ですか。
　僕の所属する国際教養科では英語を
話す授業や英語での小論文作成やディ
ベートなど、英語を中心に色々なこと
に取り組んでいます。

― 10年後どうなっていたいですか？
　地元でやりたいことがあるので、
10年後には地元に戻ってきて地域を
進展させて行きたいと思います。

― 中川村の好きなところは何ですか。
　中川村の好きなところはいい意味で
人口が少ないところです。村民みんな
知り合いみたいなところがここでしか
感じられない魅力だと思います。

― 中川村の未来に一言お願いします！
　中川村の人たちはとても暖かく、
ずっと続いていってほしいので、僕た
ち若者がこの地域を支えていきます。

●宮
みや

 﨑
ざき

 祥
しょう

 聖
せい

 さん（中組地区）
 飯田風越高校２年生（17歳）
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地域おこし協力隊活動記 vol.89 …それぞれの活動から…

　

光
陰
矢
の
如
し
。
り
ん
ご
の
出
荷
作
業
を
し

て
い
た
ら
い
つ
の
間
に
か
11
月
が
終
わ
り
そ
う

で
す
。
ハ
ウ
ス
の
貸
借
が
11
月
い
っ
ぱ
い
な
の

で
計
画
を
立
て
て
進
め
て
お
り
、
今
の
所
は
順

調
に
出
荷
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
余
っ
た
ら

知
り
合
い
に
手
当
た
り
次
第
に
ば
ら
撒
く
つ
も

り
で
す
。
久
し
く
連
絡
し
て
お
ら
ず
僕
が
今
、

中
川
村
で
こ
う
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人

も
い
ま
す
の
で
、
無
事
の
連
絡
と
宣
伝
も
兼
ね

て
。
来
年
か
ら
は
あ
ま
り
お
金
に
余
裕
が
で
き

そ
う
も
な
い
の
で
、
今
の
う
ち
に
お
客
さ
ん
を

増
や
す
努
力
を
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

出
荷
が
済
ん
だ
ら
来
年
の
話
に
な
る
で
し
ょ

う
。
土
地
の
話
、
今
ま
で
の
畑
を
ど
う
す
る
の

か
、
品
種
の
構
成
、
機
材
や
拠
点
の
準
備
、
苗

が
育
つ
ま
で
の
期
間
を
ど
う
す
る
の
か
な
ど
考

え
る
こ
と
、
改
善
で
き
そ
う
な
事
案
は
山
ほ
ど

残
っ
て
い
ま
す
。
実
行
に
移
す
時
間
が
必
要
な

の
で
、
あ
ま
り
時
間
は
取
れ
ま
せ
ん
が
、
限
界

ま
で
悩
ん
で
最
適
解
の
模
索
に
努
め
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

写
真
：
最
適
解
の
模
索
中
。

　

絶
景
を
見
て
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
時
間
、
そ
ん

な
と
き
に
ふ
と
「
あ
あ
、
い
い
人
生
だ
」
と
思

う
わ
け
で
す
が
、
そ
の
特
性
上
、
非
常
に
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
に
富
む
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
装
置
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し

そ
れ
を
味
わ
い
尽
く
す
た
め
に
は
、
長
時
間
の

滞
在
や
定
期
的
な
訪
問
を
必
要
と
し
ま
す
。
絶

景
の
演
出
に
お
い
て
は
と
て
も
重
要
な
テ
ー
マ

で
す
。
そ
の
た
め
の
仕
掛
け
、
展
望
台
や
飲
食

か
ら
宿
泊
機
能
と
そ
れ
は
様
々
な
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の

提
案
次
第
で
訪
問
者
の
体
験
、
幸
福
度
は
全
く

違
っ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

陣
馬
形
山
キ
ャ
ン
プ
場
は
11
月
21
日
を
も
っ

て
閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
キ
ャ
ン
プ
場

と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ー
に
重
き
を
置
い
て
き
た
一

年
で
し
た
が
、
地
元
の
方
や
日
帰
り
の
方
に
も

「
あ
あ
、い
い
人
生
だ
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、来
年
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

写
真
：
伊
那
谷
の
歴
史
と
地
形
、
絶
景
の
関
係

に
つ
い
て
考
察
。

松  

村  

和  

明

松村 和明
（隊員歴３年目）

 主な業務 　就農
に向けての研修、
農業振興など

　

り
ん
ご
の
収
穫
が
終
わ
り
ま
し
た
！
り
ん
ご

栽
培
初
年
度
は
、
色
々
と
失
敗
だ
ら
け
で
反
省

点
ば
か
り
で
す
が
、
な
ん
と
か
収
穫
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
収
穫
は
嬉
し
い
、
と

い
う
よ
り
か
は
ホ
ッ
と
し
た
と
い
う
の
が
本
音

で
す
。
品
質
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、
や
や
難
の
あ
る

り
ん
ご
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
こ
の
初
収
穫
の

気
持
ち
は
こ
れ
か
ら
先
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
来
年
は
今
年
の
反
省
点
を
改
善

し
、
よ
り
い
い
も
の
を
収
穫
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
一
年
間
、
助
け

て
頂
い
た
方
々
や
、
農
地
を
貸
し
て
く
れ
た

方
々
に
は
本
当
に
感
謝
を
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
も

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写
真
：
初
収
穫
を
迎
え
て
。

石  

川  

亜
樹
則

石川 亜樹則
（隊員歴２年目）

 主な業務 　就農
に向けての研修、
農業振興など

秋山 祐毅
（隊員歴１年目）

 主な業務 　
陣馬形山キャン
プ場の運営

秋  

山  

祐  

毅
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「
坂
戸
橋
」
フ
レ
ー
ム
切
手

交
流
セ
ン
タ
ー
で

購
入
で
き
ま
す

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

　

令
和
２
年
12
月
23
日
、
国
の
重
要

文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
「
坂
戸

橋
」
を
村
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「
坂
戸
橋
フ
レ
ー
ム
切
手
」
を
発
行

し
ま
し
た
。「
坂
戸
橋
フ
レ
ー
ム
切

手
」
は
、
村
内
の
郵
便
局
や
中
川
農

業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
購
入
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
販
売
価
格

　

１
枚
１
，２
６
０
円（
税
込
）

森
林
の
土
地
を
所
有
し
た

場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
32

　

個
人
・
法
人
に
よ
ら
ず
、
売
買
契

約
の
ほ
か
、
相
続
、
贈
与
な
ど
に
よ

り
、
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し

た
場
合
に
、
事
後
の
届
出
と
し
て
森

林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
が
必
要
で

す
。
面
積
が
小
さ
く
て
も
届
出
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
国
土
利

用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約

の
届
出
を
提
出
し
た
場
合
は
対
象
外

で
す
。

▼
届
出
期
間

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら

90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ

る
市
町
村
の
長
に
届
出
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
届
出
者
と
前
所
有
者

の
住
所
氏
名
、
所
有
者
と
な
っ
た
年

月
日
、
所
有
権
移
転
の
原
因
、
土
地

の
所
在
場
所
・
面
積
な
ど
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
添
付
書
類

　

登
記
事
項
証
明
書
ま
た
は
土
地
売

買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
わ
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地
の

位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

※
届
出
を
し
な
い
、
ま
た
は
虚
偽
の

届
出
を
し
た
場
合
は
、
10
万
円
以

下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

道
路
除
雪
作
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

建
設
環
境
課
建
設
係

内
線
61

　

村
で
は
、
伊
那
・
飯
田
建
設
事
務

所
・
村
内
建
設
業
者
の
み
な
さ
ん
と

協
力
し
、
降
雪
時
に
お
け
る
村
内
道

路
の
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。
円
滑

な
除
雪
作
業
が
行
え
る
よ
う
に
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
事
前
の
伐
採
に
つ
い
て

　

降
雪
に
よ
り
、
倒
れ
る
危
険
の
あ

る
竹
・
立
木
に
つ
い
て
、
土
地
所
有

者
に
よ
る
事
前
の
伐
採
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
緊
急
を
要
す
る
場
合

は
伐
採
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
各
戸
ご
と
の
除
雪
に
つ
い
て

　

除
雪
機
械
に
よ
る
除
雪
作
業
の
際

に
、
住
宅
へ
の
入
口
な
ど
を
雪
で
塞

い
で
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

各
戸
ご
と
の
除
去
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
入
口
な
ど
の
除
雪
は
各

戸
で
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
付
近
の
生
活
道
路

の
除
雪
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
車
の
駐
車
に
つ
い
て

　

除
雪
機
械
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
積
雪
時
に
お
け
る
道
路
へ
の

車
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

灯
油
の
流
出
事
故
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

内
線
62

　

毎
年
こ
の
時
期
、
暖
房
器
具
の
使

用
に
よ
り
、
灯
油
を
扱
う
機
会
が
増

え
、
河
川
へ
の
流
出
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

も
し
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
周
辺
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ

け
で
な
く
、
事
故
処
理
の
費
用
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

灯
油
を
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
小
分

け
に
す
る
際
や
ス
ト
ー
ブ
の
タ
ン
ク

に
給
油
す
る
場
合
、
給
油
中
は
そ
の

場
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
、
給
油

後
は
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
が
閉

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

灯
油
の
流
出
事
故
は
早
期
の
発

見
・
対
応
が
、
被
害
の
拡
大
を
防
止

し
ま
す
の
で
、
事
故
を
起
こ
し
た

ら
、
す
ぐ
に
役
場
ま
た
は
上
伊
那
地

域
振
興
局
環
境
・
廃
棄
物
対
策
課

（
TEL 

76
―
６
８
１
７
）
へ
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
第
３
弾
な
か
が
わ
生
活
応
援

商
品
券
」の
使
用
期
限
は

�

１
月
31
日
ま
で
で
す

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

TEL 

96
―
０
６
５
８

　
「
な
か
が
わ
生
活
応
援
商
品
券
」

の
使
用
期
限
は
令
和
４
年
１
月
31
日

ま
で
で
す
。
購
入
さ
れ
た
方
は
期
限

内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
11
月
30
日
に
応
募
を
締
め

切
っ
た
追
加
販
売
は
当
選
者
へ
購
入

券
を
発
送
し
、
当
選
発
表
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
落
ち
込
ん
で
い
る
村
内
経
済
活

性
化
の
た
め
、
積
極
的
な
村
内
業
者

の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
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教
育
委
員
会
管
理
施
設
の

�

一
部
を
冬
期
閉
鎖
し
ま
す

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

　

冬
期
の
間
、
教
育
委
員
会
の
左
記

の
施
設
が
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。
利
用

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
を
お

願
い
し
ま
す
。

対象施設 閉鎖期間

村民グラウンド
および北側トイレ 令和３年12月８日（水）から

令和４年３月24日（木）まで
社会体育館前水飲み場

村民グラウンド南側トイレ 令和３年12月８日（水）から
※閉鎖後、撤去工事を予定

歴史民俗資料館
※閉鎖中の予約は、お問い合わせ
　ください。

令和３年12月１日（水）から
令和４年２月28日（月）まで

アンフォルメル中川村美術館 令和３年12月１日（水）から
令和４年３月20日（日）まで

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護

学
院
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

TEL 

72
―
２
８
５
６

　

昭
和
27
年
上
伊
那
医
師
会
が
設
立

し
た
准
看
護
師
養
成
所
で
あ
る
上
伊

那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院
で
は
、

令
和
４
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
入

学
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

40
人

▼
修
学
年
限　

２
年

▼
願
書
受
付

　

令
和
４
年
１
月
11
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　

１
月
31
日（
月
）ま
で

▼
受
験
料�

１
０
，０
０
０
円

▼
入
学
試
験
日

　

令
和
４
年
２
月
19
日（
土
）

▼
試
験
科
目

　

国
語
・
数
学
・
面
接
（
該
当
者
）

令
和
４
年
度

「
地
域
発�

元
気
づ
く
り
支
援
金
」

�

を
募
集
し
ま
す

上
伊
那
地
域
振
興
局
企
画
振
興
課

TEL 

76
―
６
８
０
１

　

県
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
自
治
会
な
ど

が
取
り
組
む
地
域
の
元
気
を
生
み
出

す
事
業
に
対
し
て
必
要
な
経
費
を
支

援
し
ま
す
。
特
に
県
全
域
ま
た
は
地

域
重
点
テ
ー
マ
に
該
当
す
る
事
業

は
、補
助
率
が
か
さ
上
げ
さ
れ
ま
す
。

▼
募
集
期
間（
予
定
）

　

令
和
４
年
１
月
４
日（
火
）か
ら

�

２
月
１
日（
火
）ま
で

▼
県
全
域
重
点
テ
ー
マ

・
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け

た
取
り
組
み
の
推
進

・
地
域
防
災
力
の
向
上

▼
そ
の
他

　

支
援
内
容
、
申
請
方
法
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度

各
種
健
康
診
断
の

希
望
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
３
０
０
２

　

村
で
は
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め

毎
年
各
種
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
の
１
年
間
の
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
、
各
種
が
ん
検

診
・
骨
密
度
検
診
・
結
核
検
診
の
希

望
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

▼
受
診
希
望
申
込
み
手
順

①
１
月
上
旬
に
、
各
世
帯
に
各
種
健

康
診
断
の
ご
案
内
と
受
診
希
望
申

込
書
を
郵
送
し
ま
す
。

②
健
診
内
容
を
確
認
し
、
受
診
希
望

申
込
書
に
記
入
し
て
、
各
地
区
保

健
補
導
員
ま
た
は
農
業
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
役
場
行
き
文
書
専
用

ボ
ッ
ク
ス
、
役
場
正
面
玄
関
鍵
付

き
ポ
ス
ト
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
提
出
期
限

　

令
和
４
年
１
月
17
日（
月
）

※
村
の
健
康
予
防
事
業
の
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
村
が
実
施

す
る
健
康
診
断
の
受
診
を
希
望
さ

れ
な
い
方
も
、「
希
望
な
し
」
と

ご
記
入
の
う
え
必
ず
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
所
在
地

　

〒
３
９
６
―
０
０
１
４　

伊
那
市

狐
島
４
１
７
６
番
地　

上
伊
那
医
師

会
附
属
准
看
護
学
院

▼
資
料
請
求
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し

て
、
94
円
切
手
を
同
封
し
、
郵
便
に

て
請
求
し
て
い
た
だ
く
か
、
直
接
学

院
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
60
歳
か
ら
の
健
康
体
操
講
座
」

�

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

駒
ヶ
根
伊
南　
　
　
　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

TEL 

83
―
８
１
８
４

　

シ
ニ
ア
世
代
の
「
体
の
健
康
・
体

力
維
持
」
を
図
る
た
め
、
リ
ズ
ム
を

使
っ
た
全
身
運
動
を
体
験
し
今
後
の

生
活
の
中
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▼
日
時

　

令
和
４
年
１
月
26
日（
水
）午
後
2

時
開
会
（
受
付　

午
後
１
時
30
分
か

ら
）

▼
会
場

　

駒
ヶ
根
市
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

　
（
駒
ヶ
根
市
上
穂
栄
町
23
―
１
）

▼
講
師

　

伊
藤
ゆ
か
り
氏

�

（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

　
「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
体
の
動
か
し

方
」
を
や
さ
し
く
教
え
ま
す
。

▼
対
象
者

　

60
歳
以
上
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
興
味
の
あ
る
方

▼
受
講
料

　

無
料

▼
持
ち
物

　

筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き
る
服

装
、
タ
オ
ル
、
室
内
用
運
動
靴
、
飲

み
物
、
マ
ス
ク

▼
募
集
期
間

　

12
月
20
日（
月
）か
ら

令
和
4
年
１
月
14
日（
金
）ま
で

※
12
月
29
日（
水
）か
ら
令
和
４
年
１

　

月
３
日（
月
）を
除
く

　

次
の
申
込
先
で
「
受
講
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先

　

駒
ヶ
根
伊
南

�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

TEL 

83
―
８
１
８
４

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
那

�

TEL 

73
―
８
６
０
９
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こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

富
永　

空そ
ら

く
ん　
　
　
　
（
柳
沢
）

�

（
良
謙
・
茜
さ
ん
）

　

中
平　

湊み
な
とく

ん　
　
　
（
南
田
島
）

�

（
章
浩
・
友
美
さ
ん
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

米
山　

順
さ
ん　
　
　
（
中　

央
）

　
　
　
　
　
　
（
64
歳
）

　

大
場　

隆
夫
さ
ん　
　
（
中
田
島
）

　
　
　
　
　
　
（
78
歳
）

　

森
本　

テ
ル
子
さ
ん　
（
葛　

北
）

　
　
　
　
　
　
（
95
歳
）

　

加
藤　

博
さ
ん　
　
　
（
柏　

原
）

　
　
　
　
　
　
（
86
歳
）

　

湯
澤　

静
江
さ
ん　
　
（
中　

組
）

　
　
　
　
　
　
（
88
歳
）

上
伊
那
就
活
イ
ベ
ン
ト

か
み
い
な
シ
ゴ
ト
フ
ェ
ス

�
開
催
の
お
知
ら
せ

上
伊
那
広
域
連
合
地
域
振
興
課

TEL 

78
―
２
５
０
０

　

か
み
い
な
シ
ゴ
ト
フ
ェ
ス
は
主
に

上
伊
那
地
域
出
身
の
大
学
生
な
ど

（
学
年
は
問
わ
ず
）、
社
会
人
、
高
校

生
、
保
護
者
が
企
業
、
団
体
お
よ
び

市
町
村
の
人
事
担
当
者
と
個
別
相
談

を
通
じ
て
、
上
伊
那
地
域
で
の
「
仕

事
と
暮
ら
し
を
考
え
る
」
就
活
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
友
人
や
家
族
を
お
誘

い
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
当
日

の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
参
加
申

込
み
後
、
改
め
て
ご
連
絡
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

　

12
月
29
日（
水
）

�

12
時
受
付
開
始（
予
定
）

　

Ｊ
Ａ
上
伊
那
本
所
３
階

�
�

（
伊
那
市
狐
島
４
２
９
１
番
地
）

▼
対
象
者

　

上
伊
那
地
域
で
就
職
を
考
え
て
い

る
大
学
生
、
短
大
生
、
専
門
学
校
生
、

社
会
人
（
概
ね
35
歳
く
ら
い
ま
で
）、

高
校
生
、
保
護
者
な
ど

▼
申
込
み
方
法

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

二
次
元
コ
ー
ド
の
登

録
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

上
伊
那
広
域
連
合
地

域
振
興
課
へ
お
申
し

　　１月の星空★天体情報

★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★

天体あれこれ　「星がくっつく！？」

　もしかしたら2022年は面白い現象が見られるかも。それは我々の住む地球から白鳥座の方へ約1800光

年離れた場所に「KIC9832227」と言う双子星の連星（恒星）があります。この連星はお互いの距離が近

すぎるため、一方の星が膨張してやがてくっついてしまいピーナッツみたいな形の星になります。この現

象を「高輝度赤色新星」と言い、二つの恒星が融合することで熱融合反応が一時的に加速して爆発的に輝

くそうです。肉眼で見られることはもちろん、街灯りの強い都市部でも見えるくらい明るくなるようです。

もしこの現象が起きた時は、ぜひ観測してみてください。

銀河ドームから

★1月にみえる惑星・衛星　　　月　　木星　

銀河ドーム〔開館日〕木・金・土曜日　午後７時〜９時　TEL 88ー4288
なお、年末年始の開館日程は裏表紙をご覧ください。

【
か
み
い
な
就
活
情
報

�

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
よ
う
！
】

　

上
伊
那
就
活
情
報
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、

伊
那
職
業
安
定
協
会
か
ら
上
伊
那
地

域
の
企
業
情
報
に
つ
い
て
提
供
し
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

就
職
活
動
は
「
ま
だ
先
の
話
」
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学

業
に
専
念
し
て
い
る
と
時
間
が
経
過

し
て
し
ま
い
ま
す
。
必
要
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
地
元
就
職
に
関
す
る
最
新
の

情
報
を
確
実
に
受
け
取
る
た
め
に

「
か
み
い
な
就
活
情
報
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

込
み
く
だ
さ
い
。



むらのできごと

11/27（土）　砂と音が織りなす調和の時
　９月４日（土）に開催を予定していた文化センター自主事業
「サンドアート・ライブ」は、新型コロナウイルス感染症の動
向を受けて延期となっていましたが、延期公演が実施されま
した。
　ステージ上で繰り広げられるパフォーマンスは、砂絵で風景
や人物を機微に描き出し、刻々とシーンが進む様子がスクリー
ンに映し出されました。ホール壁にはパフォーマンスの影が投
影され、チェロやピアノなどの生演奏に合わせて画が浮かび上
がりました。
　信濃の国が演奏されたり、中川村の坂戸橋が描かれたりと、
自主事業ならではの催しとなりました。

６年生「大切なもの」

11/28（日）　紅葉の中、中川村を歩く
　コロナ禍での運動機会の減少を受け、スポーツ振興を目的
に、ウオーキングイベント「文化財めぐりウオーク2021 in 
中川」が開催されました。秋口のコロナ感染症の拡大で、県内
外からの参加者を募る第22回アルプス展望さわやかウオーク
が中止となったことによる代替イベントで、当日は42人が「み
んなで歩くコース」、「自由に歩くコース」に分かれて約8.2km
を歩き、理兵衛堤防や石神の松切株、坂戸橋などを巡りました。
　清々しい晴れの日で、冠雪の両アルプスが見通せる天候のも
と、心と体の健康作りに繋がりました。

11/11（木）、12（金）　心を一つに　音楽会
　この日、中川東小学校の音楽会が行われました。昨
年に続き、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、保護者向けと全校児童向けの２日間に分けての開
催となりました。
　各学年、この日に向けて練習してきた成果を、合唱
や合奏で披露し、どの学年も全員の気持ちが１つに
なった、すばらしい歌声や音色が会場に響きわたりま
した。
　元気いっぱいの歌声や迫力満点の演奏には、発表が
終わるたびに保護者や地域の方々など多くの観客から
暖かな拍手が送られました。

11/13(土)、14（日）　渡場のイチョウ並木賑わう
　渡場のイチョウ並木が鮮やかに色づ
き、多くの見物客で賑わいました。
　今年から管理者の｢渡場いこいの広
場｣によるライトアップも実施され、例
年と違った幻想的な姿が楽しめました。
　見ごろのピークとなった11月13日

（土）、14日（日）には地元有志による
｢なかがわイチョウ並木市」と題され

た物産も行われ、訪れた方を楽しませ
ていました。



12/４（土）　小さな小さな生きものたちの物語
　文化センター自主事業で人形劇団ひとみ座による人形
劇が上演されました。多くの親子連れが、小説「岸辺の
ヤービ（作：梨木香歩、画：小沢さかえ、刊：福音館書
店）」を原作とした迫力のある人形劇を鑑賞しました。
　二本足で歩くハリネズミのようなとても不思議な生き
物ヤービと、ヤービの住む湖（マットガイド・ウォー
ター）での日常やできごとに、子どもたちも熱中して見
入っていました。原作の小説は、中川村図書館にも蔵書
していますので、興味のある方はぜひ図書館でご覧くだ
さい。

12/５（日）　ポジティブ子育て幸せ（well-being）論
　第46回三者共催講演会（小中学校ＰＴＡ連絡協議会・社会
福祉協議会・公民館による共催）が中川文化センター小ホー
ルで開催されました。講師に、信州大学 青木一先生（大学院
准教授）をお招きし、幸福度を軸とした子育てや学びについ
て知識を深めました。子どもの行動を支える ｢よき価値観・
人生観｣ を育てていくためには、子どもの欠点をプラスに考
え、長所に変える思考が大切です。参加者同士で「飽きやす
い ＝ 好奇心が旺盛」などといったポジティブに捉えるリフ
レーミング（言い換え）を行いました。中川村を「日本一のし
あわせの村」にという提案もいただき、参加者も幸せをもら
う講演会となりました。

12/２（木）　中川村の魅力再発見　キャリアフォーラム
　中川村キャリア教育推進協議会主催の第４回中川村キャリア
フォーラムが中川文化センターで行われました。
　今年は「中川村の魅力を再発見しよう」をテーマに、第１部では、
中川西小学校４年生と中川中学校２・３年生がそれぞれ総合的な学
習で学んだ内容について発表しました。また、第２部では、村内の製
造業や農林業、社会福祉・介護事業、飲食店など９事業者・団体がブー
スを設置。中学２年生44人がブースを訪問し、商品を見たり道具に
触れたりしながら、仕事の内容ややりがいについて耳を傾けました。
　話を聞いた生徒たちは、事業者との意見交換を通して勤労観など
について考えました。

12/4（土）　人工知能（ＡＩ）による芸術創作を問いかけ
　アンフォルメル中川村美術館、ハチ博物館、望岳荘
旧とうげい館にて、12月４日（土）から19日（日）まで
の会期で「人工知能美学芸術展：美意識のハードプロ
ブレム」が開催され、この日オープニングイベントが
行われました。
　美学（≒鑑賞）や芸術（≒創造）を、人間と機械ご
とに４つの部門に分け、村内外の40人の作家の作品
が展示されました。あわせて、２回の音楽コンサート、
４回の研究会シンポジウム、１回の映画試写会が開催
されました。
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広
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■
印

刷
　

龍
共

印
刷

株
式

会
社

２
０
２
１
年

（
令
和
３
年
）

⑫

再生紙を使用
しております

緊急情報等配信メール
村・学校からのお知らせや
緊急情報をメールで受け取
ることができます。

中川村の人口 【12月１日現在】
（　）内は対前月

人口	 男	 女	 世帯数
4,766人（＋3）	 2,273人（±0）	 2,493人（＋3）	 	1,688世帯（＋5）

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

　みなかた・片桐保育園の園児たちと農業
委員・農地利用最適化推進委員が、牧ヶ原
地区の畑にある大根の収穫を行いました。
　この大根は農業委員会が毎年作付けし、
村内の遊休農地の解消と食育の推進を行っ
ています。
　今年は例年より大きく育ち、中には２キ
ログラム以上になるものもありました。園
児たちはその重さに驚きながら、畑いっぱ
いに実った約1,000本の大根を楽しみなが
ら収穫しました。
　収穫した大根は、学校給食センターや保
育園へ給食食材として提供されたほか、社
会福祉協議会をはじめ、村内の各福祉施設
へ配布されました。

■

スマートフォンへ
広報を配信
無料アプリ「マチイロ」で
広報なかがわが読めます。

公共機関等名 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

役　　　場 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
※戸籍関係の届出（出生届・死亡届など）は、役場の日宿直で受け付けています。

文化センター 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
文化・体育施設利用 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
図　書　館 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
銀河ドーム 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7

福
祉
関
係

保　育　園 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
12月25日（土）、1月４日（火）、５（水）は希望保育

児童クラブ 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
つどいの広場
バンビーニ

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
12月28日（火）は午後１時から休み

高齢者憩いの家（昼間利用） 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
地域活動支援センター 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7

医
療
関
係

南向診療所 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7

片桐診療所 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
12月25日（土）：午前９時～正午

昭和伊南総合病院 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7

下伊那赤十字病院 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
1月2日(土)：小児科のみ（休日当番医）

村営巡回バス 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
ＮＰＯ乗合タクシー
“ぽかぽか”

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
※１月５日（水）の予約受付は12月28日（火）の午後５時までです。

農業観光交流センター 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
※１月10日（日）まで休みです。

お試しシェアオフィス	 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
衛生センター（し尿） 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
伊南聖苑（火葬場） 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7

公共機関などの年末年始カレンダー 2021⇒2022 
■の日はお休みです



1 月

1日（土）よこやま耳鼻咽喉科医院 駒 ヶ 根 市 TEL81-0185
2日（日）中 谷 内 科 医 院 駒 ヶ 根 市 TEL81-1377
3日（月）斉 藤 診 療 所 宮 田 村 TEL85-4817
9日（日）つちかね整形外科クリニック 駒 ヶ 根 市 TEL82-7715

10日（月）飯島中央クリニック 飯 島 町 TEL98-8563
16日（日）のどかクリニック 飯 島 町 TEL86-6705
23日（日）神 戸 医 院 駒 ヶ 根 市 TEL82-3522
30日（日）座 光 寺 内 科 医 院 駒 ヶ 根 市 TEL83-3222

●４・10か月児健診
　〔日時〕１月27日（木）　午後１時～
●７・12か月児育児相談
　〔日時〕１月25日（火）　午前９時30分～
●２歳児育児相談
　〔日時〕１月28日（金）　午前９時30分～
●２歳６か月児育児相談
　〔日時〕１月17日（月）　午前９時30分～
以上、会場はすべて保健センターです。

 保健センター　TEL88-3002

●行政相談 総務課 内線12
　〔日時〕１月５日（水）　午前９時～ 11時
　〔場所〕在宅介護支援センター
●心配ごと相談 社会福祉協議会  TEL88−3552
　〔日時〕１月５日（水）　午前９時～ 11時
　〔場所〕在宅介護支援センター
●結婚相談 中川村結婚相談所 TEL080−7073−1438
　〔日時〕平　日　　　　午前９時～午後５時
　　　　　1 月 ４日（火）　午後６時～８時
　　　　　　18日（火）　午後６時～８時
　〔場所〕基幹集落センター
●介護相談 地域包括支援センター   TEL88−6177
　〔日時〕平　日　午前８時30分～午後５時
　〔場所〕地域包括支援センター
●だれでもカフェ　地域包括支援センター　TEL88−6177
　〔日時〕１月11日（火）　午後１時～５時
　　　　　　26日（水）　午後１時～５時
　〔場所〕Cafe Oak （カフェ オーク）
●心の相談（要予約） 保健センター  TEL88−3002
　〔日時〕１月13日（木）　午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター
●教育相談 教育委員会  TEL88−1005
　毎週水曜日　　　　　〔場所〕文化センター
●健康相談 保健センター  TEL88−3002
　〔日時〕平　日　午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター
●コロナ禍生活困窮等相談� 保健福祉課 内線26
　〔日時〕平　日　　　　午前９時～正午
　　　　　1 月 ８日（土）　午前９時～正午
　　　　　　22日（土）　午前９時～正午
　〔場所〕地域活動支援センター「くらしごと」
 TEL98−0027

税・料金の納期限

相談あれこれ

１月の保健衛生ごよみ

１月の当番医

チャンネルなかがわ（11ch）１月の番組予定

☆放送時間（１日６回）
６時30分～　８時30分～　12時30分～　19時～　21時～　23時～
※番組の切り替えは水曜日の19時です。
※都合により番組が変更になることがあります。

防災無線の聞きなおしができます 電話番号 88－4221　ご自宅の電話や携帯電話からおかけください。

※
台
所
な
ど
に
掲
示
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

１月18日(火)　午後５時30分から午後７時30分まで
役場で写真を撮って、カードの申請ができます。ぜひご
利用ください。
※持ち物など住民係までご確認ください。システムメ
　ンテナンス等で変更になる場合があります。

１月マイナンバーカード平日時間外申請受付・交付日

5日～ 12日～ 19日～ 26日～ 中川村のできごと

住 民 税 第 ４ 期

1月31日（月）

後期高齢者医療保険料 第 ７ 期
国 保 税

第 ８ 期
介 護 保 険 料
水 道 料

１ 月 分
下 水 道 料
保 育 料
村 営 住 宅 料

１月のごみカレンダー
日 曜日 大草・葛島地区 片　桐　地　区

12/26 日
27 月 びん（コンテナ） 可燃ごみ（赤）
28 火 可燃ごみ（赤）
29 水 容器包装（紫）【全村】
30 木 可燃ごみ（赤）
31 金 可燃ごみ（赤） ⇒実施いたしません。
1/1 土
2 日
3 月
4 火 可燃ごみ（赤）
5 水 容器包装（紫）【全村】
6 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）
7 金 可燃ごみ（赤）
8 土
9 日
10 月 可燃ごみ（赤）
11 火 可燃ごみ（赤） 缶（コンテナ）
12 水 容器包装（紫）とペットボトル【全村】

13 木
可燃ごみ（赤）

蛍光管【全村】
14 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）
15 土
16 日
17 月 缶（コンテナ） 可燃ごみ（赤）
18 火 可燃ごみ（赤） びん（コンテナ）
19 水 容器包装（紫）【全村】
20 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）
21 金 可燃ごみ（赤）
22 土 資源回収
23 日
24 月 びん（コンテナ） 可燃ごみ（赤）
25 火 可燃ごみ（赤）
26 水 容器包装（紫）とペットボトル【全村】
27 木 可燃ごみ（赤）
28 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）
29 土
30 日
31 月 可燃ごみ（赤）


